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ツノメガニの飼育展示

中村 公一

2016年 10月中旬から 2017年 1月中旬まで、
およそ 3 ヶ月に渡ってツノメガニ（Ocypode
cerathophthalma）の展示を行った。本種は東京
湾以南に分布するスナガニ科の一種で、目の先

端に角状の突起を有するのが和名の由来となっ

ている。砂浜の汀線より高い位置に巣穴を掘り、

基本的に陸上で生活するため水に入る機会は少

ない。また夜行性で日中は巣に潜み、夜になる

と餌を探し砂浜を歩き回る。他の動物の気配に

も敏感なため、来館者に見えるように展示する

ためには多少の工夫を必要とした。今回はその

展示方法について紹介する。

展示方法については、簡略な図を下に示し

た（図 1）。まず最初に、展示水槽外側のガラ
ス面には車用の遮光シート（透過率 5%）を貼
りつけた。これはツノメガニ側から観覧者の人

影を感じにくくするためのものであり、これは

以前に同じスナガニ科のコメツキガニを展示す

る際に同様の目的で行った方法である。その際

は水槽に顔を近づけてもカニ達は動じる様子が

なかったが、今回もどんなに近づいてもツノメ

ガニが隠れたりする様子はなく、間近で観察す

ることができた。

次に照明だが、ツノメガニは夜行性のため

通常の蛍光灯や LED などでは明るすぎて砂に
潜ってしまうことが考えられた。よって、蛍光

電球に赤い塗料を塗って、一般的に夜行性の生

物を刺激しにくいと言われている赤色の照明を

作り使用した。開館中はこの赤い照明を付け、

閉館後には通常の蛍光灯を翌日まで点けること

で昼夜を逆転させ、開館中にツノメガニが活動

するように促した。しかし、赤色の照明ではツ

ノメガニの独特なフォルムは見えるものの、本

来の体色などを見せることができない。結局、

色などは解説パネルに写真を載せることで見せ

ることとした。

水槽の底には、砂の代わりに粒状の透明ア

クリル樹脂を高さ 5㎝程敷き詰めた。ツノメガ
ニは巣穴を掘って暮らすため、ある程度の深さ

の砂を入れて飼育するのがよいと考えられる。

しかし、深く砂を入れてしまうと巣穴に隠れて

しまい、姿がまったく見えない恐れがある。よ

って、掘った巣穴に体全体が入るものの、姿は

見えるようにと 5㎝という高さにした。さらに、
ツノメガニの姿を見やすくするためにと透明な

アクリル粒を使用した。これについては、確か

に砂に潜っていてもツノメガニが見えるように

なっていたものの、前述の遮光シートと暗めの

照明が効果的だったのか開館中はカニ達は歩き

回っていることが多く、高頻度でその姿を普通

に見ることができた。逆に、夜間に普通の蛍光

灯を点けた際は巣穴に潜っていても明るいた

め、とても居心地が悪そうに感じた。人の気配

を感じにくくさえすれば、自然の砂を厚く入れ

て飼育した方が良いと考えられる。

ツノメガニの呼吸用の海水は、深さ 4 ㎝程
の丸バットに入れて置き、カニの糞などで汚れ
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るため一日に一回換水を行った。バットの下に

潜り込んでしまうことを防ぐために、レンガを

入れてその上に容器を置いた。また、餌につい

ても主にキビナゴやサルエビ等を与え、直に底

に置くと臭くなるためシャーレに入れて砂上に

置いた。餌は水槽内が暗い開館時間中に与え、

閉館して照明を点ける時に餌は撤去した。

以上の方法で 9 個体のツノメガニを飼育し
た（図 2）。展示を開始してから 2 ヶ月程は全
ての個体が餌をよく食べ、活発に動く様子が見

られたが、12 月中旬頃から餌を食べない個体
がちらほらと見え始めた。12 月の下旬になる
と 1匹、また 1 匹と死に始め、1月に入った頃
にはわずか 2 匹となった。その後、1 月 17 日
に最後の個体が死亡し、およそ 3ヶ月に渡るツ
ノメガニの展示を終了した。

今回の展示を終えて、改善すべきだと感じ

た点が 2点ある。一つが前述したように底の砂
の材質と深さである。自然の砂を用いて飼育し

てうまく見せられるか今後は試してみたいと思

う。そしてもう一つが、呼吸用の海水にもっと

入り易くすることである。今回はカニが十分浸

かれる深さにするために深さ 4㎝の容器を用い

たが、寒くなり動きが鈍くなると登れないのか、

これが原因で死亡したと思われるような個体も

いた。容器を砂中に埋めるなどの工夫も必要か

もしれない。また、今回の飼育中にツノメガニ

は一回も脱皮する様子が観察されなかった。他

のカニ類を飼育していても脱皮をせずに斃死す

るものもおり、ツノメガニもまた脱皮できずに

斃死したことも考えられる。以上を踏まえてま

た、今年も夏が過ぎた頃にツノメガニの飼育に

挑戦したいと思う。

図 3.ツノメガニ

パンダダルマハゼ死す

中村 公一

過去に本誌（Vol. 41, p.23）にて紹介したパ
ンダダルマハゼが今年 2月に死亡した。飼育期
間は過去の当館の飼育記録 1年 9ヶ月を大幅に
上回る 5年 5ヶ月であった。
前回紹介した際には、過去の例に則って魚

やオキアミ等を混ぜたミンチを与えても食べ

ず、アルテミアのノープリウス幼生を与えてい

ると記述したが、結局、当個体は最後までミン

チを食べることなくアルテミアのみで飼育を行

った。また、ホストとしてハナヤサイサンゴを

一緒に飼育していたが、当個体を展示している

コーナーではハナヤサイサンゴが長く生きない

ため、途中から同科であり比較的飼いやすいシ

ョウガサンゴをホストとして使用した。

当個体の最期はゴカイやヨコエビなど小型

生物に分解されてしまったのか、水槽内に死体

が残らずキレイさっぱり消えてしまった。よっ

て、最終的な体長などのデータも残らなかった

のが非常に悔やまれる。せめて、ここに長期間

に渡って愛嬌のある姿を見せてくれたパンダダ

ルマハゼがいたという記録を残しておきたい。

図.筆者によるベストショット
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コモンサンゴ類の同定の話（37）

国内産種の紹介 25

コモンサンゴ群種（2）

野村 恵一・鈴木 豪（水産総合研究セン

ター西海区水産研究所亜熱帯研究センター）

コモンサンゴ種群

前回と今回はコモンサンゴ種群に属する種を

紹介する。本種群の共有形質は微小突起、疣状

突起、畝状突起の小型突起や特別な大型突起を

欠くこと、明瞭な共骨壁を持つこと、概して莢

壁輪は不明瞭でその周囲の裸地帯を欠くことで

ある 。外見はホンアバタコモンサンゴ

Montipora turgescensに酷似するが、アバタコモ
ンサンゴ種群は莢壁輪とその周囲の裸地帯が明

瞭であることで区別される。

コモンサンゴ種群には前回紹介したコモンサ

ンゴ M. sp. KOMONと M. venosa、オオクボミ
コモンサンゴ M. foveolataが含まれる。Veron &
Wallace (1984) は M. caliculataも M. venosaの近
縁種に挙げているが、この種は明瞭な莢壁輪と

裸地帯が認められることでアバタコモンサンゴ

種群に含まれる。上記 3種は国内にも産するが、
これまでの記録の中にはホンアバタコモンサン

ゴと混同されているものが少なからず含まれて

いるものと思われる。

フカアナコモンサンゴ（新称）

Montipora venosa (Ehrenberg, 1834)
図 82（A～ D）

Porites venosa Ehrenberg, 1834: 118.

Montipora venosa; Veron & Wallace, 1984: 69-71, figs.

170-177; Veron, 1986: 110, figs. 1-2; Veron, 2000:

130, figs. 1-4.

? Montipora venosa; Bernard, 1897:69-70, pl. XXXII fig.

15; 内田・福田, 1989: 163, 2図; 西平・Veron, 1995:

62, 2図.

non Montipora venosa; 白井・佐野, 1985: 216, fig. 25

(＝ M. porites); 野村・目崎, 2005: 38 (=M. sp.

KOMON); 野村他, 2008: 195 (=M. sp. KOMON).

形態：群体型は塊状で、表面には不規則な瘤状

突起が分布する。群体の大きさは最大で長径 50

㎝程度である。個体は密集し、個体間隔は個体 1
個分以内である。個体の周囲を厚い共骨壁が取

り囲み、個体は共骨壁中に深く沈む。共骨壁の

内面はほぼ垂直に落ち込み、共骨壁開口部の長

径は 0.9-1.1 ㎜である。共莢輪・裸地帯ともに
不明瞭である。方向隔壁はやや不明瞭で、他の 1
次隔壁とほとんど区別が付かない場合が多く、

長さは 0.3-0.6R で、歯状板もしくは不完全な
歯状板を形成する。1 次隔壁は完全・規則的で
長さは 0.4R 以下、歯状板もしくは不完全な歯
状板を形成する。2 次隔壁は不完全・不規則か
完全・やや規則的で、1 次隔壁よりも顕著に短
いか亜等長をなす。軸柱栓は発達するか、方向

隔壁を含む 1次隔壁が底部中央で接合した小さ
な軸柱栓を形成する。棘は大きくて短く、かつ

平坦なものが多く、先端は単純か細かく細分さ

れる。共骨の肌理は細かく、骨格は重厚である。

分布：国内では宮古諸島八重干瀬以南の琉球列

島、海外ではパプアニューギニア、グレートバ

リアリーフ、それに紅海。

近縁種との区別：同じコモンサンゴ種群に含ま

れるコモンサンゴとは、この種の個体は共骨壁

中に深く窪まないことで本種と区別される。オ

オクボミコモンサンゴとの区別は次に掲載する

オオクボミコモンサンゴの項を参照されたい。

新称和名：近縁のコモンサンゴよりも個体の入

－ 4 －

図 82. フカアナコモンサンゴ Montipora venosa
A-B, 生時群体（SMP-HC 2700, 八重干瀬産, 横地洋之氏採
集・撮影); C,同骨格標本; D,タイプ標本.スケール1㎜.
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る穴が深い特徴に因む。

備考：本種の実体がよく分からなかったため、

本種群に属する他の種の分類学的位置も確定で

きないでいた。ところが、ベルリン自然史博物

館に調査に訪れた深見裕伸氏、杉原 薫氏、な

らびに立川浩之氏のご厚意により本博物館に所

蔵されている M. venosaのタイプ標本の写真を
入手することができ、前回から報告しているよ

うに本種群の一応の整理がかなった次第であ

る。この場を借りて 3人の皆様に改めてお礼を
申し上げたい。さて、タイプ標本と八重干瀬産

標本とは形態がほぼ一致するが、タイプ標本は

八重干瀬産標本に比べて軸柱栓がよく発達す

る。ただし、現時点では本質的な差ではないと

考えている。なお、本種のタイプ産地は原記載

には明記されていないが、Ehrenbergは Hemprich
とともに 1820 年代に紅海でサンゴ研究を行っ
ていることから、タイプ産地は紅海である可能

性が高い。そのため、西太平洋域の個体群との

間には種分化が起きていることが想定され、軸

柱栓の発達度合いの違いは種の相違点であるか

もしれない。この問題に関しては今後の検討課

題としたい。

オオクボミコモンサンゴ

Montipora foveolata (Dana, 1818)
図 83（A～ D）

Manopora foveolata Dana, 1818: 507.

Montipora foveolata; Bernard, 1897: 54-56, pl. VI fig. 1,

pl. XXXII fig. 12; Crossland, 1952: 188; 白井・佐野,

1985: 211, fig. 11; Veron, 1986: 109, figs. 1-2; 内田・

福田, 1989: 162, 2図 ; 西平・Veron, 1995: 61, 2図;

Veron, 2000: 131, figs. 5-8; 亀田・目崎, 2011: 48, 図

(C1020).

? Montipora foveolata; Veron & Wallace, 1984: 66-69,

figs. 163-171.

形態：群体型は塊状で、表面には不規則な瘤状

突起が分布する。群体の大きさは最大で長径 1m
程度である。個体はほぼ均一に分布し、個体間

隔は個体 1個分程度である。個体は共骨中に深
く沈み、その周囲を薄い共骨壁が取り囲み、共

骨壁の厚さは 0.5 ㎜以下である。共骨壁は単独

の個体を取り囲むものから、畝をなして畝内に

個体が複数個並ぶ場合がある。共骨壁の上部は

急峻であるが中程から傾斜が緩やかになるため

共骨壁の内部はすり鉢状をなす。共骨壁開口部

の長径は 1.5 ㎜まで、莢径は約 1.0 ㎜である。
多くの共莢輪はリング状をなさないが、しばし

ばリング状のものも認められる。裸地帯は不明

瞭である。方向隔壁はやや不明瞭で他の 1次隔
壁とほとんど区別が付かない場合が多く、長さ

は 0.4-0.5R で、歯状板を形成する。1 次隔壁は
完全・規則的で長さは 0.5R 以下、歯状板もし
くは不完全な歯状板を形成する。2 次隔壁は完
全・やや不規則で、1 次隔壁よりも顕著に短い
か亜等長をなす。軸柱栓は弱く発達し、底部で

方向隔壁を含む 1 次隔壁と接合する場合が多
い。棘は大きくて短く、針状か細い薄片状をな

し、先端は尖るか荒く刻まれる。共骨の肌理は

細かい。

分布：国内では阿嘉島以南の琉球列島、海外で

はパプアニューギニア、グレートバリアリーフ、

グアム、それにフィジー（タイプ産地）。

近縁種との区別：フカアナコモンサンゴに似る

が、この種の共骨壁は幅広く、垂直に落ち込ん

で内部はすり鉢状をなさないことで本種と区別

される。

－ 5 －

図 83. オオクボミコモンサンゴ Montipora foveolata
A-B, 生時群体（SMP-HC 2586, 宮古島産, 立川浩之氏採集
・撮影); C, 同骨格標本; D, Bernard (1897), pl. XXXII
fig. 12.スケールは 1㎜.
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海中展望塔に集まる魚（41）
2016年1月～12月

小寺 昌彦

2016 年は 116 日の観察で 166 種の魚類が
記録された。日別の出現種数は 10月 30日の 66
種が最多、3 月 3 日の 33 種が最少となり、年
間平均出現種数は 48.4種であった。
月間出現種数を見ると、1 月の 83 種から 3

月の 68 種まで減少したが、4 月から増加に転

じて 7月には 90種となり、10月と 11月は 100

種を超えた。月間出現種数が 100種を超えたの

は 2011年の 11月以来 5年ぶりであった。

本年記録された魚種のうち、前年との共通種

は 126 種で、前年見られなかった種は 40 種で

あった。本年は 2014 年と同様に塔での初記録

種がなかった。

年間出現率が 80％（93日）以上の常連種は 24

種で前年より 5種増加し、100％出現した種は 7

種で前年より 2種増加した。出現率が最も増加

したのはナガブダイの+66％で、20％以上の増

加が見られたのは 27 種であった。逆に最も減

少したのはフチドリスズメダイの-54 ％で、20

％以上の減少をしたのは 4種であった。フチド

リスズメダイは 2006 年に初めて海中展望塔で

観察され、2007 年から 2014 年まで常連種とし

てずっと観察されてきたが、2015 年から個体

数が減り始め、本年の加入がほとんどなかった

為か、7 月以降は 2 日しか観察されなかった。

本年は冬の低水温季にあまり水温が低下しな

かった為に、多くの熱帯性魚類が越冬できたの

が特徴的であった。この為、オジサンやイシガ

キスズメダイなどの熱帯種が年間を通して観察

され、例年になく大きな個体も観察された。イ

シガキスズメダイは 6個体がクシハダミドリイ

シの隙間を泳ぎ回り、ペアで卵を守るような行

動も観察できた。また、全長 10 ㎝を超えるヤ

リカタギのペアが 8月以降に塔の南側に居着く

など、熱帯性チョウチョウウオ類も多くの越冬

個体が観察できた。

種 名 JFMAMJJASOND 日数

ヤッコエイ -1---------- 1
ウツボ ------1---11 3
ワカウツボ --11111-11-1 16
ウルメイワシ？ -----11----- 2
キビナゴ 555324424555 85
ゴンズイ ----1-1322-- 10
マダラエソ ---------1-- 1
アカエソ --111111-11- 17
ヘラヤガラ ---11--111-1 12
アオヤガラ ------1---11 7
ボラ 222-23333322 77
ボラ科の一種（幼魚） -----------1 1
ホソオビヤクシマイワシ -------2---- 3
ムギイワシ 344444342121 73
ギンイソイワシ 5541---22342 44
ナミノハナ ----------1- 1
オキザヨリ ------1--1-- 2
カサゴ 111121211121 41
イソカサゴ ----1------- 1
オニカサゴ ----1------- 1
キリンミノ 1--1--1----- 3
ハナミノカサゴ 1-11------11 7
ヒラスズキ 112122122221 47
ヌノサラシ 11----1----1 4
オオスジイシモチ ---11-1----- 3
キンセンイシモチ ---------211 10
カンパチ ----1-1----- 2

種 名 JFMAMJJASOND 日数
ブリ 1-1--------- 4
マアジ --1-2---2--- 4
バラフエダイ --------1--1 3
ヒメフエダイ -----------1 2
クロホシフエダイ -----1------ 1
フエダイ --------111- 5
クロサギ 11-2221-1221 48
コロダイ 1--11--1-11- 11
イサキ ----1111-1-- 9
フタスジタマガシラ ---------122 17
クロダイ -12111111--- 16
ヘダイ 11-----11-11 8
イトフエフキ ---------11- 2
ハマフエフキ ----111--11- 6
アカヒメジ ----12322321 54
ミナベヒメジ ---1-------- 1
ホウライヒメジ 222333323222 105
オジサン 222112222232 78
トゲチョウチョウウオ ------122222 49
チョウチョウウオ 332344543333 115
ゴマチョウチョウウオ 1-----121--- 11
ミゾレチョウチョウウオ 1------11--- 5
チョウハン --1---11--11 6
ミスジチョウチョウウオ 1-------1222 33
アケボノチョウチョウウオ ------122222 50
シラコダイ 111121---122 41
スミツキトノサマダイ -------1-222 31

－ 6 －
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種 名 JFMAMJJASOND 日数

トノサマダイ -----1-12222 36
ヤリカタギ -------23333 46
フウライチョウチョウウオ 2222221211-- 60
ナメラヤッコ ----------11 2
サザナミヤッコ -----1--11-- 3
ヒメゴンベ 1--1-------- 2
イソゴンベ -----------1 1
ミギマキ ---112222222 60
タカノハダイ 222222222222 110
クマノミ 333333333333 116
アマミスズメダイ 1---12111122 22
シコクスズメダイ ------122--- 12
スズメダイ -----1------ 1
ロクセンスズメダイ 121111-22-1- 27
シマスズメダイ ---------1-- 1
オヤビッチャ 222222333323 99
イシガキスズメダイ 222222222223 104
イワサキスズメダイ 11---------- 6
ハクセンスズメダイ 11-2211----- 24
メガネスズメダイ ---------221 19
ソラスズメダイ 544554444555 116
セダカスズメダイ 333333333333 116
フチドリスズメダイ 221121----1- 28
タカベ 1--1-1------ 4
イシダイ ---------11- 2
イシガキダイ ---12211111- 23
ノトイスズミ 434432222223 98
テンジクイサキ 222332223322 101
ミナミイスズミ 1-1-1-11-111 16
イスズミ 222211222212 62
カゴカキダイ 2--1-------- 8
クロメジナ 223323333332 110
オキナメジナ 11-11--11121 19
メジナ 544555555555 116
イボダイ ---1-------- 1
コブダイ ---1------1- 2
ブチススキベラ 222222222222 103
カンムリベラ -1-111121221 38
クギベラ 222222222222 91
トカラベラ ----------1- 2
ムナテンベラ ------11-11- 6
イナズマベラ -----------1 2
ホンベラ --1--1------ 3
ナメラベラ -----1----1- 2
シロタスキベラ ---------111 3
ホンソメワケベラ 322233332333 111
アカササノハベラ 323333332223 116
アカオビベラ ----11-111-- 9
カミナリベラ 223322122333 97
ハラスジベラ --1----1---- 4
オニベラ -----1------ 1
コガシラベラ 222222222233 103
ニシキベラ 343334443333 116
セナスジベラ -----1--121- 12
ヤンセンニシキベラ 11-1---11111 13
オトメベラ 221221222222 95
ヤマブキベラ 222321222223 99
ハコベラ ------1--1-- 2
アカテンモチノウオ -1-1-1-111-- 9
ハゲブダイ ------11---- 2

種 名 JFMAMJJASOND 日数
ハゲブダイ属の一種 -------1---- 1
アミメブダイ 22------11-- 18
ヒブダイ 1--111222322 50
アオブダイ 212222122212 68
ニシキブダイ ----11111222 34
オウムブダイ ------12---- 4
ナガブダイ 122222111222 77
アオブダイ類（白） -----11-2332 29
アオブダイ類（幼魚） 1------11222 29
ブダイ 232333323333 114
ゴマフヘビギンポ近似種 112222222212 75
ヘビギンポ 1111112111-- 21
アカヘビギンポ ----1------- 3
ヨゴレヘビギンポ --1111111--1 15
ミノカエルウオ --------1121 7
カモハラギンポ 111221121222 53
ニジギンポ 211----11111 23
ミナミギンポ ----1----1-- 3
テンクロスジギンポ 11122111-221 45
ミドリハゼ --1111------ 7
クツワハゼ 11--------11 4
アゴハゼ -1---------- 1
クロユリハゼ -----21--11- 8
アイゴ 222222222222 84
セダカハナアイゴ ----------1- 1
ツノダシ 212112112221 70
テングハギ ----11211111 19
ニザダイ 333333333333 116
ゴマハギ --------1222 33
ヒレナガハギ 1---1-212111 30
ニセカンランハギ 212222212232 76
ニジハギ ------11-122 19
イレズミニザ ----------11 5
ナガニザ 221--1122233 66
モンツキハギ ---------1-- 4
クロハギ 1---------1- 3
サザナミハギ 11-----23221 33
ソウシハギ -----------1 4
メガネウマヅラハギ ---1-1---1-- 4
アミメウマヅラハギ -----1---1-- 5
ノコギリハギ --------1--- 1
カワハギ 1111111-1111 20
ウミスズメ 221212111111 50
シマウミスズメ 2211212-1111 44
ミナミハコフグ 211----1---- 16
ハコフグ 222222221222 75
クロハコフグ 11----1----- 4
クサフグ 2222222-1-12 56
ハナキンチャクフグ 211-1-1-1111 20
キタマクラ 223323322333 110
イシガキフグ 222222222222 98
ハリセンボン 111112221111 54

観 察 月 Ja Fe Ma Ap Ma Ju Ju Au Se Oc No De
観察日数 10 9 10 10 10 10 10 9 8 10 10 10
出現種数 83 72 68 77 83 85 90 90 92 106 105 97

表中の数字は月の出現度
（１：少ない、２，３：普通、４，５：多い）

－ 7 －
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アメリカのアイオア大学が木

のような風力発電機を発明した

という記事を読んだ。木の葉の

形をしたプラスチックの板が風

で揺れることによって電力を作

り出すらしい。ただ、今は試作

の段階で、写真で見る限り本物

の木にはほど遠いものだった。

今後もっと自然な形に近づけ、

将来的には家庭用の電力を賄う

くらいのコンパクトな発電木も

できそうである。大きすぎず景

観も損なわない風力発電機とし

て期待されている。そこでふと

思ったのだが、これは海でも応

用できるのではないだろうか。

波力発電はすでにあるが、やは

り大規模な施設になる。例えば

波に揺れる海藻のような発電機

を作ればどうだろう。当館の海

中展望塔に設置すれば水族館の

電力を補えるようになるかもし

れない。米航空宇宙局によると

2016 年は 1880 年からの観測史上
世界平均気温が最も高い年とな

り、最高気温の更新はこれで 3
年連続だそうだ。温暖化が顕著

になっても今更電気のない暮ら

しに戻るわけにもいかず、やは

りクリーンエネルギーの開発は

急務である。昨年の高水温で白

化したイソギンチャクを見なが

ら思いを巡らす春の午後である。
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気　　温 9.9℃ +1.2℃ 10.5℃ +1.4℃

水　　温 18.2℃ +0.8℃ 16.4℃ -0.2℃

塩分濃度 35.6‰ +0.2‰ 35.5‰ +0.1‰
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降　水　量 57.2㎜ -37.4㎜ 165.3㎜ +66.7㎜
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錆浦定置観測結果（月平均値と平年値比）


